
外部評価報告書 
｢車両コンセプトデザイン技術の研究｣ 

１ 外部評価委員会の概要 
（１） 日程・場所： 平成２１年１２月１日 

防衛省技術研究本部 陸上装備研究所 応接室 

（２） 評価委員（職名は委員会開催時点。敬称略、五十音順） 

（委員長） 飯田 訓正  （慶應義塾大学 理工学部 教授）  

千葉 明    （東京理科大学 理工学部 教授） 

  堀 洋一    （東京大学 新領域創成科学研究科 教授）  
   森本雅之   （東海大学 工学部 教授） 

（３） 説明者：技術研究本部 

陸上装備研究所 機動技術研究部動力研究室長    金内 由紀夫 

２ 評価対象項目 

車両コンセプトデザイン技術の研究（所内試験終了時点） 

（計画担当：技術研究本部 陸上装備研究所 機動技術研究部動力研究室） 

３ 評価対象事項 

車両用発電装置関連技術 

４ 事業の概要 

（１） 研究の目的 

戦闘車両の機動性向上を図るため、エンジンのフライホイールに発電及び電動機能

を付加することによるエンジンの小型・高出力、高応答、低燃費化に関する研究を行い、

技術資料を得る。 

（２） 研究開発線表 
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（３） 研究の目標 

   別紙１参照 

（４） 研究の概要（搭載イメージ） 

別紙２参照 

（５） 運用構想 

別紙３参照 

所内試験 

研究試作 



（６） 試作品の全体構成 

別紙４参照 
 

５ 評価の概要 

（１） 議論・質疑が集まったところ 

・ 研究目標、限界値及び制約条件の明確化について 

・ 耐久試験の目的等について 

・ 低燃費化について 

・ フライホイール材質の磁気性能について 

・ 発電機としての効率について 

・ 電気モータの特性について 

・ 類似技術との比較について 

（２） 頂いたコメント、提言等 

・ 既存車両への適用を想定し、フライホイールに発電・電動装置の機能を付与し、寸法、

温度等の制約の中で設定した目標を達成したことは評価に値する。 

・ 電気モータの特性をよく把握し、その利点を最大限に生かすためのシステム構成に

関する議論を更に深め、いくつかのパラメータに対する感度評価をするなどの視点の導

入が望まれる。 

・ モータの詳細な検討を行うことにより、更なる性能向上が期待できる。 

（３） 外部評価委員会のまとめ 

従来の戦闘車両の構造を大きく変えることなく、エンジンと発電・電動装置を組み合わ

せ、機動性向上の可能性を探った研究として有益な知見が得られ、戦闘車両に広く適

用することが可能であるものと判断する。  

今後は、発電・電動装置の特性を有効に生かし、装備品への適用のための最適なハ

イブリッドシステム構成について、更なる検討を期待する。  



ﾌﾗｲﾎｲｰﾙ発電・電動装置の形状・寸法は、既存戦闘車両の動力装置
内へ組込可能であることが必要

フライホイール発電・電動装置の研究目標
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※１：ただし、エンジン最大出力時

※２：ただし、アイドリング～最高回転速度の約７０％の速度範囲において
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）項目 研究目標

フライホイール発電・電動装
置発電量

エンジン最大出力の約１０％ ※１

フライホイール発電・電動装
置出力

エンジン最大出力の約１０％ ※１

動力補助 エンジン低速域トルク約１５％増 ※２



搭載イメージ

エンジン

変速操向機

既存のフライホイール

別紙 ２

結合部

フライホイール
発電・電動装置

既存のフライホイールに磁石を埋め込み電動機のロータとし、外周位置
にステータを配置することで扁平な電動機を形成する。



航続距離の延伸

動力装置
出力向上

電動機（モー
タ）として動作

エンジン出力

電動機出力

フライホール※１

発電・電動装置
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別紙 ３

電力供給能力向上
・電子機器増加への対応
・災害時等に電源車として利用

※１：エンジンの回転変動を小さくするための円盤状の装置

※２：エンジンそのものの燃費（[g/kw h]）ではなく、エネルギ利用効率の向上による車両としての走行燃費（[km/L])

発電機
容量増加

エネルギ
利用効率向上

（低燃費化※２ ）

車内空間の確保既存発電
装置削減

小型・軽量化

発電機大型化
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エンジンｴﾝｼﾞﾝ操
作装置

動力計

動力計
操作盤

動力計ｲﾝ
ﾊﾞｰﾀ盤

ﾌﾗｲﾎｲｰﾙ発電・電動装置

コンバータ
（インバータ機能付）

試作品の全体構成

別紙 ４

蓄電装置

負荷装置※１

直流接
続装置

※１：回生時等の電力を蓄電装置が吸収しきれない場合に作動

：ﾌﾗｲﾎｲｰﾙ発電・電動装置関連

：専用試験装置

：電力線

：制御線

：機械的結合

凡 例

主要装置の主要諸元・性能

コントローラ

装置名 主要諸元・性能（装置単体）

フライホイール
発電・
電動装置

永久磁石式三相ブラシレス同期発
電・電動機
（最大発電量：45kW、最大出力：
45kW ）

コンバータ
（ｲﾝﾊﾞｰﾀ機能
付き）

電圧式ＰＷＭ※２制御インバータ方
式
（最大入力電圧：380V、定格容量：
147kVA）

エンジン ４サイクル水冷ディーゼルエンジン

蓄電装置

・総電圧：360V
・使用蓄電池：ｼｰﾙ型鉛蓄電池

（定格電圧12V，定格容量
55Ah×30個直列接続）

※２：Ｐｕｌｓｅ Ｗｉｄｔｈ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ




